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新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
事
業
場
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら

日
立
労
働
基
準
協
会
の
運
営
に
対
し
ま
し

て
格
別
な
る
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
定
期
総
会
に
お
い
て
桜
井
事
務

局
長
か
ら
大
内
専
務
理
事
に
交
代
致
し
ま

し
た
が
、
関
係
官
庁
並
び
に
会
員
事
業
場

の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
平

成
二
十
年
度
の
事
業
計
画
を
順
調
に
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
、
厚
生
労
働
省
よ
り
平
成

二
十
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
十
一
次
労

働
災
害
防
止
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
今
後
五
年
間
に
国
や
事
業
主

が
取
組
む
べ
き
事
項
を
具
体
的
に
示
し
た

も
の
で
あ
り
、
事
業
主
は
こ
れ
を
積
極
的

に
推
進
し
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
業
員
の
安
全
確
保
は
経
営
の
最
優
先
課

題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
安
全
の
確
保
が

出
来
な
い
企
業
は
、
社
会
で
認
め
ら
れ
る

信
頼
性
の
高
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
安
全
は
経
営
に
密
着
し
て
い
る
こ

と
を
従
業
員
一
人
ひ
と
り
に
理
解
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、
ト

ッ
プ
を
含
め
管
理
者
が
安
全
に
つ
い
て
の

信
念
と
情
熱
を
し
っ
か
り
持
ち
、
そ
し
て
、

率
先
垂
範
で
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
、
魂

を
込
め
た
指
差
呼
称
、
木
目
細
か
な
危
険

予
知
活
動
が
自
主
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
な

安
全
文
化
を
根
付
か
せ
て
い
く
こ
と
が
ト

ッ
プ
や
管
理
者
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
、
過
重
労

働
や
心
の
健
康
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本

質
的
な
課
題
は
安
全
と
同
様
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
如
何
に
活
性
化
さ
せ
る
か

で
あ
り
ま
す
。
仲
間
へ
の
思
い
や
り
を
持

っ
た
指
導
や
声
掛
け
、
本
音
で
言
い
合
え

る
風
通
し
の
よ
い
職
場
を
作
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
も
う
一
度
基
本
に
立
ち
返
っ
て

「
挨
拶
」
の
励
行
か
ら
取
組
ん
で
み
る
の
も

一
案
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
日
立

労
働
基
準
監
督
署
管
内
に
お
け
る
労
働
災

害
が
減
少
す
る
よ
う
、
会
員
事
業
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
昨
年
以
上
の
活
動
が
展
開
で
き

る
よ
う
に
、
尚
一
層
の
努
力
を
し
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
事
業
場
の

皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

㈳
日
立
労
働
基
準
協
会

役
員
一
同

年
頭
の
ご
挨
拶

㈳
日
立
労
働
基
準
協
会　
　
　

会
長　
　

柴
田　

文
弘

（�）平成 2�年 �月 5日



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

㈳
日
立
労
働
基
準
協
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
旧
年
も
労
働
基
準
行
政
の
推
進
に
積
極
的
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
広
く
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
複
数
の
日
本
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す

る
と
い
う
、
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
荒
川
沖
駅
や
秋
葉
原
で
の
連
続
通
り
魔
事
件
、
元
厚
生
事
務
次
官
襲

撃
事
件
が
世
間
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
う
な
ぎ
や
事
故
米
等
の
食
品
偽
装
事
件
も
起
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
物
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
詐
欺
容
疑
事
件
等
、
と
て
も
残
念
な
事

件
の
発
生
が
後
を
絶
た
な
い
年
で
も
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
件
に
は
共
通
す
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
学
の
専
門
家
に
よ
り
ま
す
と
、
私

利
私
欲
の
た
め
な
ら
法
も
犯
す
と
い
っ
た
衝
動
が
根
底
に
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
原

因
に
は
次
の
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
や
人
命
を
重
ん
じ
る
人
間
尊
重
の
考
え
の
欠
落
。

過
ち
を
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
こ
と
と
な
る
社
会
的
制
裁
に
対
す
る
危
機
感
の
欠
落
。

そ
し
て
、
倫
理
に
反
せ
ず
、
忠
実
に
行
動
を
行
う
誠
実
さ
の
欠
落
。

自
己
を
満
た
す
た
め
な
ら
法
や
倫
理
を
守
ら
な
い
と
い
う
彼
ら
の
発
想
は
、
ま
さ
に
こ
の
三

要
素
が
欠
落
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
労
働
安
全
に
お
い
て
も
、
右
の
三
要
素
は
と
て
も
重
要
な
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
経
営
ト
ッ
プ
が
関
係
労
働
者
の
人
命
を
尊
重
す
る
気
持
ち
や
、
労
働
者
が
同
僚

や
家
族
を
思
う
気
持
ち
等
の
人
間
尊
重
の
考
え
方
は
、
労
働
安
全
の
土
台
で
す
。
そ
し
て
、
事

業
場
内
に
潜
在
し
て
い
る
危
険
源
を
探
究
す
る
危
機
感
が
動
力
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
労
働

安
全
衛
生
法
は
も
と
よ
り
、
作
業
標
準
並
び
に
常
識
的
な
判
断
を
遵
守
し
、
忠
実
に
行
動
す
る

誠
実
さ
が
労
働
安
全
を
確
実
な
も
の
に
し
ま
す
。
労
働
災
害
を
未
然
に
防
止
さ
せ
る
た
め
に
は
、

こ
の
三
要
素
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

平
成
21
年
は
、
当
署
と
し
ま
し
て
も
、
労
働
基
準
行
政
を
適
切
に
運
営
す
る
に
当
た
り
、
人

間
尊
重
、
危
機
感
及
び
誠
実
さ
を
保
全
し
、
公
益
を
広
め
、
世
務
を
開
く
と
い
う
精
神
で
、
職

員
一
同
与
え
ら
れ
た
職
務
を
全
う
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
皆
様
方
の
事
業
場
に
お
か
れ
ま

し
て
、
更
な
る
ご
安
全
並
び
に
ご
発
展
い
た

だ
く
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

日
立
労
働
基
準
監
督
署

職
員
一
同

年
頭
の
ご
挨
拶

日
立
労
働
基
準
監
督
署　
　
　
　

署
長　

菊
地　

信
明

９月 12 日（金）、日立労働会館において、各企業の安全衛生管理責任者及び担当者 250 名が参加され、
平成 20 年度日立地区安全衛生大会が、日立労働基準監督署のご後援により、盛大に開催されました。

冒頭に表彰式が行われ安全衛生優良事業場賞に３事業場、功績賞に３名が表彰され、保科副会長と菊地署
長より、祝辞とご挨拶をいただきました。続いて全国労働衛生週間実施要綱について、日立労働基準監督署
の瀧川次長より説明がありました。

次に事例発表が行われ、平成 19 年度茨城労働局長奨励賞を受賞された、メルセデス ･ ベンツ日本㈱日立
新車整備センターの鈴木祥夫氏より、「わたしたちの安全衛生活動 ～リスクアセスメントの活用～」と題し
た発表がありました。全員参加のリスクアセスメントやヒヤリハット活動等を積極的に展開し、安全衛生意
識の向上を図っていること。その結果、平成９年以降休業無災害を継続しており、参加者も大変参考になっ
たことと思います。

引き続いて、㈱日立製作所日立健康管理センタ放射線診断科主任医長の中川徹氏より、「働くひとのため
のメタボリックシンドローム撃退作戦 ～はらすまダイエットの紹介～」と題した特別講演が行われました。
ダイエットは、「無理をしない、でも決してあきらめない」、また、日々体重の記録を付けることがポイント
とのことでした。ダイエットを志す人が多い中で、大変参考になるお話しでした。

最後に大会宣言を採択し、盛会のうちに閉幕しました。

平成 20 年度 日立地区安全衛生大会を開催

特別講演　中川　　徹氏 表彰式 事例発表　鈴木　祥夫氏

平成 2�年 �月 5日（2）



平成 20 年度 安全衛生関係各種表彰 受賞者紹介

11
月
21
日
（
金
）、
午
後
の
半
日
を
利
用
し
、

昨
年
と
同
様
の
３
部
形
式
に
よ
る
安
全
衛
生

研
修
会
を
、
総
勢
62
名
の
多
数
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
１
部
は
、
安
全
衛
生
優
良
事
業
場
の
見

学
会
で
、
今
年
度
は
高
萩
大
建
工
業
株
式
会

社
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
安
全
衛
生
活

動
の
取
組
み
や
現
場
の
管
理
状
況
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
社
は
、
廃
材
や
端
材
を
活
用
し
て
畳
床

や
内
外
装
下
地
材
等
と
し
て
使
用
さ
れ
る
イ

ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
木
質
繊
維
板
）

を
製
造
し
て
い
る
事
業
場
で
し
た
。
環
境
に

配
慮
し
た
企
業
経
営
や
安
全
衛
生
活
動
と
し

て
の
危
険
箇
所
の
見
え
る
化
等
は
、
他
の
事

業
場
の
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

第
２
部
の
特
別
別
講
演
は
、
ホ
テ
ル
日
航

日
立
に
お
い
て
「
職
場
は
な
ぜ
壊
れ
る
の
か

～
人
間
関
係
修
復
へ
の
ヒ
ン
ト
～
」
と
題
し
、

日
清
紡
績
㈱
健
康
管
理
部
長
の
荒
井
千
暁
氏

よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荒
井
氏
は
同
社
の
統
括
産
業
医
も
勤
め
ら

れ
て
お
り
、
産
業
医
と
し
て
の
経
験
に
基
づ

い
た
原
因
分
析
や
対
応
等
の
説
明
は
、
参
加

者
か
ら
も
わ
か
り
易
い
と
大
変
好
評
で
し
た
。

第
３
部
の
交
流
会
に
も
荒
井
氏
に
出
席
を

い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
担

当
者
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 平

成
20
年
度 

安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催

１
．
無
災
害
記
録
証

　
　

・（
第
２
種
）
日
立
電
線
（
株
）
日
高
工
場　

日
立
市

２
．
安
全
緑
十
字
証

　
　

・（
株
）
武
蔵
野
化
学
研
究
所
磯
原
工
場　

北
茨
城
市

３
．
茨
城
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
表
彰

　
　
（
１
）
茨
城
労
働
局
長
表
彰

　
　
　

奨
励
賞　
　

日
立
電
線
（
株
）
日
高
工
場　

日
立
市

　
　
（
２
）（
社
）
茨
城
労
働
基
準
協
会
連
合
会
長
表
彰

　
　
　

事
業
場
賞　

極
東
製
薬
工
業
（
株
）
高
萩
工
場　

高
萩
市

　
　
　

功
績
賞　
　

木
村 

武
夫 

氏　
（
株
）
日
本
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
国

　
　
　
　
　
　
　
　

分
事
業
所　

日
立
市　

　
　
（
３
）
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨
城
県
支
部
長
表
彰

　
　
　

事
業
場
賞　

ス
ペ
ン
サ
ー
工
業
（
株
）　

日
立
市

　
　
　
　

 

〃 　
　
（
株
）
カ
ン
ト
ウ
ス
プ
レ
ー　

日
立
市

　
　
（
４
）
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨
城
県
支
部
長
表
彰

　
　
　

事
業
場
賞　
（
株
）
油
屋
運
送　

日
立
市

　
　
（
５
）
港
湾
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
東
京
総
支
部
日
立
支
部

　
　
　
　

  

長
表
彰

　
　
　

事
業
場
賞　

日
立
港
木
材
倉
庫
（
株
）　

日
立
市

４
．（
社
）
日
立
労
働
基
準
協
会
長
表
彰

　
　
（
１
）
安
全
衛
生
優
良
事
業
場
賞

　
　
　

・（
株
）
亀
屋
工
業
所　

日
立
市

　
　
　

・
Ｓ
Ｍ
Ｋ
（
株
）
ひ
た
ち
事
業
所　

日
立
市

　
　
　

・（
株
）
永
谷
園
茨
城
工
場　

高
萩
市

　
　
（
２
）
功
績
賞

　
　
　

・
大
島 

好
夫 

氏　

日
立
電
線
（
株
）
日
高
工
場　

日
立
市

　
　
　

・
金
沢 

正
博 

氏　

神
峯
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
（
株
）　

日
立
市

　
　
　

・
根
本 

松
雄 

氏　
（
株
）
日
立
製
作
所
日
立
事
業
所　

日
立
市

謹
賀
新
年

㈳
日
立
労
働
基
準
協
会

運
営
委
員
会
一
同

高萩大建工業株式会社にて記念撮影特別講演　荒井　千暁氏

（�）平成 2�年 �月 5日



事
業
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー

日
立
電
線
（
株
）
日
高
工
場

「
安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
全
て
に
優
先
す
る
」
を
基
本

理
念
に
、
全
員
参
加
で
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
定

着
化
に
加
え
、
安
全
心
の
育
成
、
安
全
情
報
の
充
実
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
毎
週
発
行
の
安
全
ニ
ュ
ー
ス
を
活
用
し
た
朝
礼
の

実
施
、
定
期
的
な
職
場
・
安
全
事
務
局
合
同
安
全
診
断
・
昼
食

懇
談
会
と
い
っ
た
地
道
な
活
動
や
、
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）

お
よ
び
ビ
デ
オ
視
聴
に
よ
る
危
険
感
受
性
向
上
教
育
、
事
務
部

門
対
象
の
転
倒
災
害
防
止
教
育
、
新
入
社
員
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
・

工
具
取
り
扱
い
教
育
な
ど
、
安
全
教
育
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
作
業
面
で
の

見
落
と
し
が
な
い
よ
う
設
備
以
外
に
も
非
定
常
作
業
、
附
帯
作

業
に
焦
点
を
当
て
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
明

る
く
楽
し
く
元
気
良
い
職
場
づ
く
り
を

基
本
に
、
安
全
衛
生
管
理
水
準
の
維
持
・

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

10
月
22
日
（
水
）
か
ら
24
日
（
金
）
ま
で
３
日
間
、
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
に
、
当
協
会
か
ら
運

営
委
員
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
札
幌
市
は
気
候
も
良
く
、
晴
れ

晴
れ
と
し
た
中
で
の
大
会
で
し
た
。

大
会
は
、
１
日
目
が
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
（
き
た
え

ー
る
）
で
の
総
合
集
会
で
、
２
日
目
か
ら
は
、
市
内
各
会
場
に
分

か
れ
て
の
分
科
会
で
し
た
。
総
合
集
会
の
特
別
講
演
は
、
失
敗
学

会
の
創
設
者
で
、
工
学
院
大
学
教
授
の
畑
村
洋
太
郎
氏
の
「
失
敗

学
の
す
す
め
」
と
題
す
る
講
演
で
し
た
。
過
去
の
失
敗
に
学
び
、

同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
な
ど
大
変
興
味
深
い
内
容
の
講
演
で
し
た
。

所 在 地：日立市日高町５- １- １

業　　種：電線・ケーブル製造業

従業員数：約１, ４００名

全
国
産
業

　

安
全
衛
生
大
会
に
参
加

工具取り扱い教育の一コマ

総合集会々場にて撮影

平成 2�年 �月 5日（�）



監督署からのお知らせ

日立労働基準監督署管内の労働災害発生状況

平成20年の日立労働基準監督所管内の休業4日以上の労働災害については、平成18年同期比12件
増、平成19年同期比10件増となりましたが、死亡災害は平成19年6月以降発生しておりません。

労働災害発生件数は、平成16年以降5年連続で増加しており、大変憂慮される状況です。
事業場の皆様には、職場にある危険の芽（リスク）を見つけ出し、それにより起こること予想され

る労働災害の重大さからリスクの大きさを見積もり、大きいものから順に対策を講じていただく手
法（リスクアセスメント）を是非導入していただき、安全衛生レベル向上のための継続的な活動の
実施をお願いいたします。

平成20年労働災害発生状況
平成20年11月30日現在

茨城県内 日立署管内

死亡災害 休業4日以上の
死傷災害 死亡災害 休業4日以上の

死傷災害

製 造 業 7 （- 1） 812 （+5） 0 （- 3） 68 （+4）

建 設 業 7 （- 6） 305 （ - 1 6） 0 （±0） 24 （- 3）

運輸・貨物業 2 （- 2） 364 （ - 5） 0 （±0） 27 （+1 1）

その他の業種 4 （- 4） 965 （ - 1 5） 0 （±0） 64 （- 2）

合 計 20 （- 1 3） 2,446 （ - 3 1） 0 （- 3） 183 （+1 0）

（　）は前年同期との差

平成20年交通労働災害発生状況
平成20年11月30日現在

茨城県内 日立署管内

死亡災害 休業4日以上の
死傷災害 死亡災害 休業4日以上の

死傷災害

製 造 業 0 （- 1） 17 （+1 3） 0 （- 1） 3 （+2）

建 設 業 0 （±0） 3 （- 1） 0 （±0） 0 （±0）

運輸・貨物業 2 （- 1） 44 （- 1） 0 （±0） 4 （+1）

その他の業種 2 （±0） 124 （ + 1 8） 0 （±0） 3 （- 7）

合 計 4 （- 2） 188 （ + 2 9） 0 （- 1） 10 （- 4）

（　）は前年同期との差

（5）平成 2�年 �月 5日



平成 2�年 �月 5日（�）



ハローワークからのお知らせ

年齢にとらわれない
人物本位、能力本位の募集・採用を !

（�）平成 2�年 �月 5日



平成 21 年度 講習・教育計画

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
事
務
局
責
任
者
と
な
り
、
不
慣
れ
な
が
ら
も
、
役
員
を
は

じ
め
運
営
委
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
の
事

務
局
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同
心
も
新
た
に
協

会
発
展
の
た
め
、
業
務
に
精
励
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
内　

記
）

編 

集 

後 

記
謹
賀
新
年

㈳
日
立
労
働
基
準
協
会

事
務
局
一
同

平成 2�年 �月 5日（�）


